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 コロナ禍の中での学校再開にあたり、（敬称略）乾彰夫､内田良､佐

藤学､中嶋哲彦､本田由紀など教育研究者有志が10万筆を目標に「少

人数学級を求めるネット署名」を発信したことは報道等で知られてい

るところです。ネット 2万 5000 筆に対し、紙ベースの署名が 10

万筆あつまり文科省に提出され、概算要求を動かす大きな力となりま

した。この教育研究者有志が「少人数学級と豊かな学校生活を」とい

う12ページだてのパンフレットを作成しました。教職員の増員の必

要性、教員の長時間労働の実態、教育確保のための待遇改善の必要性

などもしっかりと取り上げています。加えて私学についても「私学助

成の増額で」という形で触れています。この秋の私学助成全国署名の

とりくみの重要なツールとなります。 
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 少人数学級実現に向けて必要な視点が 12 ペー

ジだての中に、シンプルにまとまっています。多

くは公立学校のことが中心になりますが、7 ペー

ジに（赤く囲ったところ）「私立学校には私学助成

の増額で、」と記述されています。 

 私学助成署名の協力を求める際、大いに活用で

きるパンフです。下記からダウンロード可能です。 

ダウンロードURL…https://drive.google.com/file/d/1uJUlVfVYMmOCMDPLoipq7xZFtMqw5xrp/view?usp=sharing 


